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研究成果の概要（和文）：生涯学習におけるスキルアップを支援するeポートフォリオシステムの構築と実践を
行った。海外の活用事例を参考にしつつ、日本の教育事情に応じた生涯学習支援eポートフォリオシステムの設
計方針を明確にした。生涯学習で使用できるeポートフォリオ構築のために、既存のサービスやツールを用いたe
ポートフォリオ構築指標を作成した生涯学習におけるスキルアップ支援を実践しうるためのeポートフォリオの
プロトタイプを2種類設計した。一つは既存のサービスを用いたeポートフォリオである。もう一つは生涯学習に
おけるスキルアップに焦点化したeポートフォリオとして、読書に焦点を当てたeポートフォリオシステムを設
計・開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research was to construct an e-portfolio system to 
support improvement of lifelong learning skills. Based on the overseas use case, the design policy 
of e-portfolio system was clarified, according to Japanese environment in lifelong learning. An 
e-portfolio construction indicator was created using existing services and tools aimed at building 
an e-portfolio for lifelong learning. Two types of e-portfolio prototypes designed to improve skills
 in lifelong learning were designed. One was an e-portfolio using existing services. The other is an
 e-portfolio focused on improving skills of lifelong learning, an e-portfolio system focused on 
reading books was designed and developed.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、MOOCS などのオープンエデュケー

ションの展開などによって学びの機会が多
様化し、それらを活用する人も増加している。
その背景にはグローバル化や終身雇用制の
崩壊に伴って転職や再就職の機会が増え、生
涯を通じたスキルアップの重要性が増した
ことが挙げられる。しかし、大学教育などの
フォーマルな学びや、日常生活などでのイン
フォーマルな学びを統合して、生涯を通じた
学習を支援する仕組みは見当たらない。現在、
FacebookやGoogleなどの各種インターネッ
トサービスがその役割を担っている場合が
あるが、それらは学びに特化したものではな
い。そこでオープンエデュケーションとの親
和性が高いインターネットサービスやオー
プンソースを活用した、多様な学びを統合し
て管理・活用できる e ポートフォリオの開発
が期待された。 
生涯教育の学習目標のひとつとして、キャ

リアパスのためのスキル修得がある。職種ご
とに卒業生の在学時データをロールモデル
としてキャリア支援に用いた事例はある（小
川ら, 2007）。しかし、グローバル化を受けて
職種が多様化した現在では、過去のロールモ
デルが必ずしも有効とは限らない。今後は過
去のデータのみを参考にするのではなく、希
望するキャリアにおいて必要なスキルや、そ
のスキル修得のための学習活動の内容など
を自ら検討することが重要になる。また、キ
ャリアパスを獲得するには、自身の学びを説
得力を持って示すことが重要である。学びの
成果を記録し、示すためのツールとして e ポ
ートフォリオがある。 

e ポートフォリオでの学びの記録を、学生
自身が整理してウェブに開示する機能は「シ
ョーケース」と呼ばれ、主に欧米で活用され
ている（平岡ら, 2013（研究業績 2,3））。ただ
し、それらのショーケースの目的は「学習結
果」を発信することにあり、学習過程の改善
を目的としていない。 

e ポートフォリオを生涯学習に活用するた
めには、「中長期的な将来像と、その実現に
必要なスキルの修得状況」を学習者と関係者
がモニタリングできるショーケースが有効
である。本研究のショーケースでは、教育機
関等が提供するフォーマルな学びだけでな
く、学習者自身によるインフォーマルな学び
も活用する。そうすることで、学習の全てを、
学習者が目指す将来像へのスキルアップの
ための学習に位置づけられる。そして、生涯
にわたって主体的に学習目標を設定し、学習
過程を改善していくことが容易になる。 
研究代表者はリーディング大学院プログ

ラム「グローバル生存学（京都大学）」にお
いて、学習目標の達成過程を客観的基準で評
価するための e ポートフォリオの設計を行っ
た（平岡ほか, 2013（業績 1））。その結果、
学習目標と評価基準を明確にすることで教

育の質保証が期待できた。一方で学生は明確
となった学習目標と評価基準を、効率よく単
位を取得するために活用している印象を受
けている。それは、設定された学習目標が修
了要件を満たすために必要であるが、学習者
の将来像との関連が明確でなく、学習者が自
らのスキルアップやキャリアパスにつなが
る認識を持てないことが原因である可能性
が考えられた。そこで「大学での単位のため
ではなく、自分の将来像にとって必要なスキ
ル修得を目標とした生涯学習」を支援する仕
組みが必要との着想に至った。 
ショーケース活用に積極的なアメリカの

大学では、ショーケース自体の評価を行うこ
とで学生の学習のモチベーションを高めて
いた（平岡ほか, 2013（研究業績 2,3））。この
場合、より良いショーケースを作ることが目
的のひとつとなってしまい、真に必要な学習
への注力が削がれる可能性があった。そこで
「学習結果」を他者に発信するためではなく、
「学習状況」を学習者自身が把握し、学習の
改善につなげるためにショーケースを用い
る。そうすることで、スキル修得のための学
習過程を学習者のモチベーション向上につ
なげられるショーケース機能となる。 
 
 
２．研究の目的 
 
学習者の生涯にわたるスキルアップのた

めに、適切な学習目的設定の支援ならびに多
様な学習の総合的な管理と活用を支援する e
ポートフォリオシステムの構築・実践・評価
を行う。 
(a)生涯学習のための e ポートフォリオ活用
について欧米の実践例を調査し、日本の教育
事情に応じた生涯学習支援 e ポートフォリオ
システムの提案を行う。 
(b)社会人基礎力などのジェネリックスキル
と各職種との関連性を調査し、学習者が希望
する将来像を達成するために必要となるス
キルを検討し、e ポートフォリオ上でそれを
支援する仕組みを設計する。 
 (c)オープンソースやSNSなど既存の技術を
用いて、生涯学習支援 e ポートフォリオシス
テムを設計・構築する。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究では学習者が将来像の実現に必要

なスキルを修得するため、フォーマルならび
にインフォーマルな学習を総合的に管理・活
用することで、生涯にわたるスキルアップの
支援を目的とする。そのために自身の学習目
標に応じたeポートフォリオを設計・構築し、
中長期学習目標と進捗状況のモニタリング
ができる eポートフォリオシステムの構築・
を行う。 
 



(a)日本の教育事情に応じた生涯学習用 e ポ
ートフォリオシステムの提案 
 生涯学習やスキルアップ学習にeポートフ
ォリオを活用している欧米の大学の事例か
ら、グローバル人材に求められるスキルと e
ポートフォリオを用いた教育方法を調査す
る。調査結果を元に、日本での高等教育や社
会人による学習の現状に応じたシステムの
提案をする。 
 
(b)キャリアパス獲得のために有効なスキル
ならびに情報を明確化し、e ポートフォリオ
設計の方針を立てる。 
 厚生労働省の職業能力評価基準と、社会人
基礎力、学士力、アメリカ大学協会が提供し
ているジェネリックスキルのルーブリック
を参考にし、キャリアパス獲得のために示す
学びの成果として有効な情報を明確化する。 
 
(c)生涯学習用 e ポートフォリオシステムを
構築・実践・評価 
オープンソースやSNSなどの既存の技術を用
いて、生涯学習におけるスキルアップを支援
するeポートフォリオシステムのプロトタイ
プを構築する。 
 
 
４．研究成果 
 
生涯学習のためのeポートフォリオ活用に

ついて欧米の実践例を調査するため、2014 年
に米国ミネソタ大学ダルース校において、e
ポートフォリオ実践者である、Jill Jenson, 
Jerry Pepper, Jill Strand, Shelley Smith 
& Paul Treuer（いずれも University of 
Minnesota Duluth）、Melissa Peet（Stephen 
M. Ross School of Business, University of 
Michigan）、Janice Smith（Three Canoes LLC）、
Laurel Whisler（Clemson University）に活
用事例のインタビューを行い、かつ当方の e
ポートフォリオ設計方針に関するアドバイ
スをいただいた。 
また、国内における eポートフォリオ活用

事情について、大学への eポートフォリオ導
入を行っているベンダーであるエミットジ
ャパンの小村道昭氏に行ったeポートフォリ
オ活用状況に関するインタビュー、ならびに
分担研究者である桑原千幸氏の短期大学生
のキャリア教育経験に基づいて、大学生なら
びに大学卒業後のインフォーマル学習の主
軸として「読書からの学び」を設定すること
とした。それらを参考にして、日本の教育事
情に応じた生涯学習支援eポートフォリオシ
ステムの設計方針を明確にした。 
また、地元 ICT 企業へのインターンシップ

プログラムの取り組みの中での議論を通じ
て、学生のキャリアパスに関する諸問題や企
業側からの期待などについての知見を得た。 
それらの調査を踏まえて、生涯学習で使用

できる e ポートフォリオを構築するために、

既存のサービスやツール（ Google Drive, 
evernote, facebook など）を用いた e ポー
トフォリオの構築可能性を検討し、指標とし
てまとめた。その結果、e ポートフォリオの
用途に応じて、適切なサービスやツールを活
用することで、商業的 eポートフォリオシス
テムを使えない場合でも、独自の eポートフ
ォリオを構築しうることがわかった。 
 
生涯学習におけるスキルアップ支援を実

践しうるためのeポートフォリオのプロトタ
イプを 2種類設計した。 
その一つは、既存のサービスを用いた eポ

ートフォリオ（ファイル管理システムである
Graasp を活用したもの）である。Graasp は
ファイル管理システムであるが、ファイルや
ディスカッションボードを共有できる機能
がある。それらを活用し、ポートフォリオの
基本ルーチンであるSelection, Collection, 
Reflection に加えて、自らの学びを成果物と
共に公開するショーケースを実現した。同様
のことは他の無料ツールやサービスでも可
能であるため、個人ベースでの eポートフォ
リオシステムを運用することが可能である。 
 もう一つは生涯学習におけるスキルアッ
プに焦点化した eポートフォリオとして、最
大の情報リソースとなりうる、また思索のき
っかけともなりうる読書に焦点を当てたeポ
ートフォリオシステムである。書籍を学びの
主たるリソースとすることで、学習者の継続
的な学びの支援ならびに学習者間での学び
の共有や議論を容易にすることが期待でき
る。このシステムは現在、形成的評価を行っ
ており、将来的には公開をする予定である。 
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